
ものすごくたくさんのクリエーターによる鬼滅の刃ファンアートが Youtube に無断転載されている。 

チャンネルの例その１： 

https://www.youtube.com/channel/UCShisGdOrFqGbjQObr_RjNw 

 

こういったチャンネルが無数にある。１つのチャンネルに２００や３００の動画がある。 

  

https://www.youtube.com/channel/UCShisGdOrFqGbjQObr_RjNw


チャンネルの例その２： 

https://www.youtube.com/user/BrianFortin/videos 

 

 

  



動画の例：https://www.youtube.com/watch?v=H4QXZiFb9lw 

このように、絵や漫画がスライドショーのように表示される動画。いろんな作者によるたくさんの絵が盗まれて

使われている。これは私が描いた絵。 

 

 

やりたいこと： 

「私の著作物を使って動画を作成した場合、著作物の一部が１秒表示されるごとに５万円の使用料を貰い受けま

す。 

私の著作物を私が許可しないサーバーに転載した場合、著作物の１部または全部１件につき、１０万円の使用料

を貰い受けます」と明記しておき、弁護士を雇って料金を回収すること。 

私一人ではなく、少なくとも１０名～１００名以上の作者と結託してこれを行うことができる。被害者作者皆で

この文言を明記するようにし、私が代表で弁護士を雇って資金を回収し、協力した作者たちに料金を分配する。 

質問：可能か？資金の回収に成功する見込みは？弁護士にかかる料金はいかほどか？加害者が外国在住の場合も

資金回収は可能か？文言について注意事項はあるか？（日付、１１月３０日から施行する、という風に書く必要

があるか？、金額はいくらが妥当か）文言を記載する箇所はどこが妥当か（Pixiv のメインページ、Twitter の

メインページだけで良いか。それとも画像内に記載するのが良いか） 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=H4QXZiFb9lw


絵が盗まれる場所は、ほとんどが「Pixiv」という絵を投稿するサイト。加害者はここから大量に絵をダウンロー

ドして動画を作っている。 

 

 

または、まれに Twitterの各作者のページにいちいちアクセスして盗んでいる場合もある。Twitter、Pixiv以外

から画像を盗むパターンはほとんどない。 

 

  



↓Twitterの画像ページの例 

 

 

その２、Youtubeを相手に訴訟を起こしたい 

 

私は Youtube上の、鬼滅の刃二次創作の無断転載動画を消す活動をしている。 

（１）違法動画から被害者作者をつきとめて連絡する 

（２）被害者作者に許可をもらって代理で Youtube に削除申請をする、というのが我々の活動の中心。 

 

  



行っている代理申請の方法 

その１、著作権を一時的に譲渡する契約を結び、私が著作権者として Youtube に動画削除申請をする。（その２

２の申請が通らなくなったため、今はこれのみ行っている。） 

例： 

 

 

２、Youtube が提示している代理申請の正規の方法で削除申請する。→【資料１】著作権侵害に関する通知の要

件  

【資料２】メール本文（申請が通らない場合） 

【資料３】メール添付１ 

【資料４】メール添付２ 

【資料５】申請が通った場合の Youtubeからの返信 

 

この申請が、１０月中は通っていたのが、通らなくなった。 

やりたいこと： 

【Youtube の審査の不公平さを認めさせることと、今後のために著作権者に有利な具体的なルールを法廷で宣言

させること】 

（１）Youtube が、完璧な証拠を提示した著作権侵害による動画削除申請について、確たる理由を言わずに取り

下げてくる 

→こちらの要望：こちらが提出している証拠品の正当性を法廷で認めさせ、取り下げは不当であると認めさせ、



賠償金を支払わせる。今後は、「正当な証拠品の条件」を細かに設定し、それに則って審査を行わせる。 

（２）全く同じメールでも日によって通る場合と通らない場合がある（担当者レベルで判断が違う） 

→こちらの要望：（１）に同じ 

（３）著作権侵害の通告３回によりアカウント停止という規約を設けているが、同じ人物から３件の動画の削除

依頼を行っても、１回としてカウントされる。 

→こちらの要望：１人３動画でも、３人３動画でも同等に扱わせる。 

（４）Youtubeは著作権侵害の通告３回（90日以内）によりアカウント停止という規約を設けているが、３回の

後にも削除されないアカウントがある 

→こちらの要望：通告３回の時点で即座にアカウント削除をさせる。また、copyright@youtube.com に、停止さ

れるべきアカウントが停止されていないと連絡があった場合は、即日調査を行い、事実であれば停止させる 

（５）一度削除されたチャンネルの作成主が、後日新しいチャンネルを作成し、全く同様の違法動画を再アップ

ロードしている 

→こちらの要望：アカウント停止された人物は二度とチャンネル作成できないようブロックさせる 

（６）同一人物が、たくさんのアカウントを作り、たくさんの違法ビデオをアップロードしている場合の対応（動

画の類似性があり、観察してそうとわかる：動画のタイトル、アップロード者が顔を出している場合等）。→

youtube@copyright.com に、その旨の通報があった場合、Youtube はすみやかに事実調査し、もし同一人物の作

った全アカウントにて、合せて３回以上著作権違反通告を受けている場合は、即刻全てのアカウントを停止させ

る。 

（７）著作権者本人が違法動画削除申請をする場合は、Youtube が用意したフォームを埋めて送信する。その後

待っていると、次のような返答が返ってくる。「あなたの申請は虚偽です。あなたのアカウントを停止します」著

作権者は、わけもわからずアカウントを停止される。これを回避するには、フォームを埋め送信した後に Youtube

から送られてくる確認メールに対し、「作品ページにログインしている証拠（Pixiv や Twitter）」を添付して送

信する必要があるが、Youtube はこの手順を明確にしていない。まるで、削除申告を送った著作権者を抹消して、

たくさんのアクセス数を稼ぐ違法動画を擁護しているような仕様。（私が個人で作成した手順書） 

→こちらの要望：Youtubeは、「送信フォーム」に「作品ページの URL」と、「あなたがその URLの所有者である証

拠となる画面のスクリーンショット」等の項目を加え、フォーム送信のみで削除申請が完結するよう、著作権者

にとってわかりやすい作りにすること。そして、みだりに著作権者のアカウントを停止しないこと。 

（８）何をもって「同一人物」と判断するかは Youtubeが得意とするところなので、具体的に提案させ、こちら

で充分かどうか判断する。（IP アドレス、MAC アドレス、過去のアクセス情報の統計、支払いが発生している場

合は受取人の情報等、その他）。 

私個人としては、「違反者の IP アドレスを取得し、過去その IP アドレスによりアクセスした MAC アドレスの全

てをブロックする」のが良いと考える。そのため、あらかじめ、アカウント作成時は、IPアドレス詐称によるア

クセスをブロックさせる仕様にする。 

google と youtube のアカウントが共通なのでそれができないといことならば、「アカウント作成の不可」ではな

く「チャンネル作成の不可」「動画のアップロードの不可」でも良い。 


